
大村市議会だより

見
通
し
で
、
す
で
に
27
台
収
容
で
き
る

駐
車
場
が
完
成
し
て
お
り
、
現
在
、
情

報
発
信
案
内
所
や
地
域
交
流
館
、
ト
イ

レ
の
建
設
を
発
注
済
み
と
の
こ
と
で
あ

る
。
施
設
の
内
容
と
開
業
予
定
日
、
人

員
配
置
を
含
め
た
開
業
後
の
経
営
形
態

は
ど
う
な
る
の
か
尋
ね
る
。

Ａ 

道
の
駅
に
お
け
る
地
域
交
流
館
に

つ
い
て
は
、
観
光
名
所
等
を
知
ら

せ
る
情
報
発
信
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
等

を
設
置
し
、
案
内
役
の
駅
長
を
配
置
す

る
予
定
で
あ
り
、
来
年
３
月
末
の
オ
ー

プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
の

駅
の
経
営
形
態
に
つ
い
て
は
、
当
面
は

業
務
委
託
で
取
り
組
み
、
将
来
的
に
は
、

な
る
べ
く
早
く
指
定
管
理
者
制
度
に
よ

る
運
営
と
し
、
地
域
住
民
の
方
や
関
係

団
体
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

新
幹
線
整
備
費
の
実
質
負
担
金

　
　
　
　
　

と
回
収
に
つ
い
て

城　

幸
太
郎　

議
員
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新
幹
線
新
大
村
駅
（
仮
称
）
周
辺

整
備
費
と
し
て
84
億
円
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
建
設
負
担
金
８
億
円
と

合
わ
せ
て
、
実
際
の
支
出
は
幾
ら
に
な

る
の
か
。
血
税
を
投
入
す
る
こ
と
か
ら
、

投
資
額
を
回
収
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ

る
が
、
何
年
で
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
諫
早
市
と
の
停
車
本

数
の
獲
得
競
争
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
市
民
の
協
力
が
必
要
と
な
る
。

新
幹
線
特
集
号
の
発
刊
で
市
民
へ
の
周

知
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ 

新
幹
線
新
大
村
駅
（
仮
称
）
周
辺

整
備
に
伴
う
市
の
実
質
負
担
金
は
、

現
在
53
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
建
設

中
の
新
幹
線
の
高
架
橋
や
ト
ン
ネ
ル
等

の
固
定
資
産
税
の
純
増
分
に
よ
り
、
30

年
で
投
資
額
を
回
収
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い

て
は
、
庁
内
で
調
整
し
、
新
幹
線
特
集

号
の
発
刊
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

上
諏
訪
の

　
　

変
則
６
差
路
の
進
捗
は
？

村
崎　

浩
史　

議
員
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上
諏
訪
・
諏
訪
地
区
の
変
則
６
差

路
の
改
良
に
向
け
て
、
今
年
度
は

国
庫
補
助
の
対
象
事
業
と
し
て
採
択
さ

れ
、
測
量
・
設
計
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
に
お
け
る
進

捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
地
元
町
内
会
に

説
明
す
る
機
会
を
必
ず
設
け
て
ほ
し
い

が
、
い
つ
頃
に
な
り
そ
う
か
。

Ａ 

久
原
池
田
線
の
上
諏
訪
地
区
に
お

け
る
交
差
点
改
良
工
事
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
８
月
に
測
量
設
計
業

務
委
託
の
発
注
を
行
い
、
年
内
に
設
計

を
完
了
す
る
予
定
で
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
地
元
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
来

年
１
月
初
旬
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

道
路
に
係
る

　
　

都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

岩
永　
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久
原
梶
ノ
尾
線
は
昭
和
36
年
に
都

市
計
画
道
路
と
し
て
、
久
原
か
ら

鬼
橋
ま
で
が
決
定
さ
れ
、
整
備
さ
れ
て

き
た
が
、
梶
ノ
尾
ル
ー
ト
が
中
止
と
な
っ

た
経
緯
と
、
こ
れ
に
代
わ
る
松
原
方
面

へ
の
生
活
道
路
の
計
画
は
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
新
図
書
館
建
設
に
伴
う
Ｊ

Ｒ
大
村
駅
前
～
西
本
町
線
の
整
備
計
画

や
、
郡
川
堤
防
の
管
理
道
路
を
防
災
や

散
策
道
な
ど
、
多
目
的
道
路
と
し
て
整

備
で
き
な
い
か
。

Ａ 

久
原
梶
ノ
尾
線
に
つ
い
て
は
、
郡

川
以
北
は
用
途
地
域
が
未
指
定
で

あ
る
た
め
、
県
の
都
市
計
画
事
業
は
困

難
で
あ
り
、
用
途
地
域
内
で
あ
る
沖
田

町
が
終
点
と
な
っ
た
。
ま
た
、
松
原
方

面
へ
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
設

市
道
を
含
め
、
将
来
計
画
と
し
て
検
討

す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
大
村
駅
前
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
駅
前
か
ら
八
幡
神
社
交
差

点
ま
で
の
歩
道
拡
幅
等
を
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
郡
川
堤
防
の
管
理
用
道
路

に
つ
い
て
は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
長

崎
県
と
協
議
を
行
い
、
整
備
内
容
等
を

検
討
し
た
い
。

地
縁
団
体
に
つ
い
て

中
瀬　

昭
隆　

議
員

Ｑ 

地
縁
団
体
横
山
頭
町
内
会
の
清
算

は
、
清
算
人
が
行
い
、
代
行
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
清
算
人
で
あ
る
町

内
会
長
自
身
は
関
与
し
て
い
な
い
。
市

職
員
の
住
民
が
清
算
人
に
相
談
せ
ず
に

行
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
手
続
き
の

た
め
の
書
類
は
裁
判
所
へ
提
出
し
、
指

導
監
督
を
受
け
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

が
、
市
に
提
出
し
、
市
か
ら
裁
判
所
へ

提
出
さ
れ
た
。
裁
判
所
は
、
公
文
書
に

お
い
て
指
導
監
督
は
し
て
い
な
い
と
回

答
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

Ａ 

当
該
地
縁
団
体
清
算
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
団
体
の
中
で
処
理
さ
れ

て
お
り
、
当
該
市
職
員
は
町
内
会
の
一

員
と
い
う
こ
と
で
、
行
わ
れ
た
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
地
縁
団
体

の
認
可
業
務
も
含
め
て
、
認
可
か
ら
解

散
ま
で
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
市
は

考
え
て
い
る
。 行

財
政
・
一
般
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